
Ⅲ-5-（4）健康管理（学生相談室） 

 

1. こころの健康相談 

皆さんが学生生活を送る上で、しばしば自分ひとりで抱えているのはつらいと感じる問題に遭遇することもあると

思います。そのようなときは、一階にある学生相談室の相談員が専門的な心理的援助を行います。相談員との対話を

通して、適切に人を頼り、自分らしく意思決定をしていけるような、生きる力を育てる機会にしていただければと考えて

います。 

     

 

2. 守秘義務のガイドライン 

学生相談の相談内容は、守秘義務によって守られます。ただし、以下の項目に該当する場合には、利用する皆さんの

「安全」と「心理的な健康」を守るために、例外的に担当教員・職員・学費負担者（保証人）・専門機関と情報交換を

行うことがあります。原則として、提供する情報に関しては、本人に説明を行い、同意の上で行います。また、外部への

情報提供は、皆さんのサポートに必要な内容に限って行うことになっています。 

   （１）本人への承諾なしで報告できるもの 

     ・命にかかわるほどの、自傷他害の可能性があると判断される場合 

     ・重大な法に触れる行為が認められる場合 

   （２）本人への承諾を行ったうえで報告できるもの 

     ・医療機関への紹介状を作成する場合 

     ・学内での連携が必要と思われる場合  

     ・学生生活の継続が著しく困難と認められる場合 


